




















































































































































































































































































































































































3.1 ± 0.8 3.6 ± 0.5 0.033 










3.9 ± 0.6 4.3 ± 1.2 0.351 
保護者・地域との連携
協力 保護者や地域との連携・協力の重要性を理解していますか。 3.6 ± 0.7 4.1 ± 0.6 0.170 
共同授業実施 他者と共同して授業を企画・運営・展開することができますか。 3.6 ± 0.9 4.0 ± 0.8 0.197 
他者との連携・協力 集団において、他者と協力して課題に取り組むことができますか。 3.6 ± 1.1 4.0 ± 0.8 0.080 







か。 3.3 ± 0.7 3.5 ± 0.5 0.451 
子どもに対する態度 気軽に子どもと顔を合わせたり、相談に乗ったりするなど、親しみを持った態度で接することができますか。 生徒理解や
学級経営
3.5 ± 0.8 4.0 ± 0.5 0.104 
公平・受容的態度 子どもの声を真摯に受け止め、公平で受容的な態度で接することができますか。 3.8 ± 0.7 4.1 ± 0.8 0.285 
社会人としての基本 挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、社会人としての基本的な事項が身についていますか。
社会性や













3.5 ± 0.5 4.0 ± 0.5 0.033 
他の科目との連携 他の科目との連携について良く理解していますか。 3.5 ± 0.5 3.8 ± 0.9 0.351 
道徳教育・特別活動 道徳教育・特別活動の指導法や内容に関する基礎理論・知識を習得していますか。 3.5 ± 0.5 3.5 ± 0.5 1.000 
情報機器の活用 情報教育機器の活用に係る基礎理論・知識を習得していますか。 3.3 ± 0.9 3.8 ± 0.7 0.033 





3.3 ± 0.5 3.4 ± 0.7 0.598 
授業構想力 教材研究を生かした食育に関する授業を構想し、子どもの反応を想定した指導案としてまとめることができますか。 3.1 ± 0.6 3.9 ± 0.8 0.003 
教材開発力 子どもに対する食の指導に応じた教材・資料を開発・作成することができますか。 3.4 ± 0.5 4.0 ± 0.9 0.011 
授業展開力 子どもの反応を生かし、皆で協力しながら授業を展開することができますか。 3.0 ± 0.5 3.6 ± 0.5 0.049 




3.5 ± 0.9 3.9 ± 1.0 0.285 
課題探
求




























































































































































































































・ 栄養教諭は組織の一員として , 事務作業から給食業務、授業、委員会まで幅広く、重要な役割を担っていると感じ
た。（MO）
・ 栄養教諭は、食や健康の専門的な知識・技術を持った者として、その知識・技術を学校全体へと常に発信し、支え
ていく立場であると再確認した。（H）
現場での他の
教職員との連
携の重要性の
認識
???????
8
8
・ 栄養教諭自身が所属していない部署の活動でも、十分理解しておき、協力的な態度で関わっておかなければならな
いと思った。学校給食は、法律などで縛りが多く、なかなか思い通りにいかないことも多いと思うが、調理員さん
をはじめとする関係者の方々とコミュニケーションを十分にとり、様々な意見を聞きながら、みんなで創り上げて
いくものだと再確認した。（H）
・ 栄養教諭だけだと食の話に偏りがちで、なかなかそれ以外の情報が集まりにくいが、協力することによって食だけ
でなく、体、健康についても話を広げることができ、様々な情報を収集でき、説得力のある教育ができると考え
た。（S）
・ 栄養士と養護教諭が連携した三年生向けの授業は双方の良い点を少しずつ出し合っていて、相乗効果が出ていると
思った。児童や保護者に対して両面から働きかけることができ、問題意識を共有でき、発想が広がり、双方の連携
はとても大切だと思いました。（Y）
????
6
・ 栄養教諭と養護教諭の連携については実習の際に指導を受けたが、授業を受けて、重要性をより認識できた。「子
共の健康を守りたい」という考えが一致しており、一人での活動より、授業内容や活動の幅が広がると感じた。・・・
栄養教諭は 1人で活動しているのではなく、周りの先生方や組織があってこそ、成り立つことを改めて感じること
が出来た。（MO）
フィールド
ワーク
????
2
・ 特に勉強になったのはフィールドワークです。・・・なんで食べ物の勉強をするのという子どもの食育に対する最
も重要な疑問への答えは、大人になってからではなくて、今、みんな自分の健康のことを知ってほしいからだとい
うことを自分の言葉で伝えることが重要だとわかりました。（MI）
・ フィールドワークでは、実習で疑問に感じたことを質問し、経験豊富な先生方から、納得の回答をしていただい
た。（M）
外部講師によ
る講義
（下段：食育指
導の技
術・方法に
関して）
・ 連携が必要というのを講義では聞いてはいましたが、どのように連携していけば良いのかわからなかったが、外部の先生から直接、生
の声を聴けて、とてもためになりました。保健室に来る子どもの中には朝食を食べていなくて、力が出ず気持ち悪くなった子や、寝て
しまう子が多い現状を聞き、驚きました。この現状を栄養教諭一人だけで解決するのはとても難しいからこそ、養護教諭との連携は必
要不可欠であると思いました。（Y）
・ 食育の現場を教えて下さった〇〇先生からは、「身を粉にして働く」という言葉を教えて頂いた。・・中略・・・先生は、人に動いても
らうためにはまず自分が一番動くことだとおっしゃられ、それを実行しえるからこそ調理員の方や他の方から協力が得られるのだと納
得した。（I）
・ 授業を通じて何人もの小学校の先生にお会いしたが、どの方も自分のやっている事に対して情熱を持っておられた。先生方の言動には
信念を貫かれる強さがあり、それが周りを惹きつける力なのだと感じた。（I）
・「大量調理だからおいしく」というモットーで献立をたてたいと思った。今回の授業で意識が変わった。（MO）
・ お話のなかで、「責めない、脅迫しない」という内容があったが、私が考えた授業で野菜を食べないとこんな悪いことがおきますよとい
うことを教えていて、少し脅迫になってしまったと痛感した。いい方向に話を持っていくという流れを作っていきたい。（MO）
・ 栄養教諭によって、その料理や味付けの仕方がちがうが、子ども達に提供する物はいつでもその料理の王道の物をだすようにしなけれ
ばならないと分かった。（H）
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「食育は、知育、徳育、体育の基本で、健全な
食生活をおくれる人間を育てるという○○先生
の言葉が印象に残りました。・・・給食の時間は
子ども達が大好きで楽しみな時間であり、それ
をサポートするのが栄養教諭だと感じた。」（コ
メントカード）、「栄養教諭の仕事は、子ども達
に食の大切さや楽しさを教えることであると考
えたが、それをするためには安心で安全な給食
を提供することが前提になることが改めてわか
りました。」（コメントカード）、「家庭での愛情
が少なくなっていたり、昔よりも家庭でできて
いたことが出来なくなっているという傾向もあ
るので、今までとは違った、そういうところも
フォローできるような対応のできる教諭または
そこを基に食へとリンクさせることのできる栄
養教諭になりたいと感じた。」（コメントカー
ド）、「栄養教諭は、食や健康の専門的な知識・技
術を持った者として、その知識・技術を学校全
体へと常に発信し、支えていく立場であると再
確認した。」（最終レポート）、「栄養教諭は教科
と関連させた献立を意図的に作成することがで
きる仕事であり、このことが一番楽しくもあり、
苦しくもある仕事であることがわかりました。」
（コメントカード）
2-3．連携の意義の理解
今回の教職実践演習で力を入れたことに、連
携力があった。そのために外部講師として 2人
の現職の教員を招いた。履修カルテの項目の「他
者との連携・協力」では、平均値は上昇したも
のの、P値は 0.08、「保護者・地域との連携」で
は 0.17 で、有意差が出るにはもう一歩であった。
しかし、提出物を見ると、学生が連携の重要性
や意義を実感として認識していることがわか
る。とりわけこの項目では、外部講師の教育効
果が明確に出ている。
ある学生は、「連携が必要というのを講義では
聞いてはいたが、どのように連携していけば良
いのかわからなかったが、外部の先生から直接、
生の声を聴けて、とてもためになった」ことを
述べ、朝食を食べずに登校した児童の現状など
について驚きをこめて記載している。他にも紹
介する。「学校給食は、法律などで縛りが多く、
なかなか思い通りにいかないことも多いと思う
が、調理員さんをはじめとする関係者の方々と
コミュニケーションを十分にとり、様々な意見
を聴きながら、みんなで創り上げていくものだ
と再確認した。」（コメントカード）「「子供（原
文のまま）の健康を守りたい」という考えが一
致しており、ひとりでの活動より、授業内容や
活動の幅が広がると感じた。・・・栄養教諭はひ
とりで活動しているのではなく、周りの先生方
や組織があってこそ、成り立つことを改めて感
じることができた。」（最終報告書）
これらの記述からは、ジレンマを抱えながら
も栄養教諭の仕事が周りとの連携と協力によっ
て教育的効果のある充実した内容になり、栄養
教諭の発想も広がりを持つことを学んでいるこ
とが伝わってくる。そして、立場や教える領域
は違えども、「子どもの健康を守りたい」という
思いを通して他の教職員、保護者、地域の人々
と繋がっていけることを理解している。
コメントカードでは 8人とも連携・協力の重
要性について述べ、最終報告書でも 6人が力を
入れて各自の思いを記述している。
2-4．プロの精神性：外部講師の効果
外部講師による授業効果は随所に見られる。
学生は栄養教諭の仕事のいわば「プロの精神」の
ようなものを外部講師から受け取っている。本
節では特にこの栄養教諭の仕事における精神性
に焦点を当てて、学生がどのような精神を学ん
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だか紹介する。
（大量だからこそおいしく―王道を追究する
燃える思い）
「だしまで本当にこだわって、本当においしい
ものを作りたい、児童にたべてもらいたい、と
いう熱意が、燃えるような思いが伝わってきま
した。私は給食は給食だから、栄養がメインだ
から、組み合わせやおいしさはその次だと諦め
ている部分があったので、・・（略）・・先生がす
ごいと思いました。」「大量調理だからおいしく」
というモットーで献立をたてたい。今回の授業
で意識が変わった。」「・・・子ども達に提供す
る物はいつでもその料理の王道の物を出すよう
にしなければならないとわかった。」（以上、コ
メントカード）
栄養教諭の仕事の中心には給食の献立があ
る。そして前述したように、学生は食育の大前
提として安全な給食の提供があることも学んで
いる。しかし、小学校で何百人という児童のた
めに、一定の時間内で調理されなければならな
い給食の献立となると、おいしさとか、手をか
けた調理というのは無理だと考えてしまう。し
かし、プロの精神と情熱に触れ、給食作りに関
する学生のイメージは大転換したようである。
（信念、情熱、身を粉にして働く）
外部講師からは、仕事をするとはいかなるこ
とか、恐らくはすべての職業に通じる普遍的精
神がしっかりと学生に伝えられている。たとえ
ば、ある学生は次のように述べている。「食育の
現場を教えて下さった○○先生からは、「身を粉
にして働く」という言葉を教えていただい
た。・・・中略・・・先生は、人に動いてもらう
ためにはまず自分が一番動くことだとおっしゃ
られ、それを実行しえるからこそ調理員の方や
他の方から協力が得られるのだと納得した。」
栄養教諭であるとともに、学校教員として学
校内の様々な仕事を引き受けながら児童の育ち
を見守ってこられた講師の生きざまに学生の心
を打つものがあったのは間違いなく、社会人と
して生きていく上で心に深く刻むべきことを効
果的に伝えていただいたと判断できる。
また、ある学生は外部講師全員に共通して、
「信念」を感じている。「授業を通じて何人もの
小学校の先生にお会いしたが、どの方も自分の
やっている事に対して情熱を持っておられた。
先生方の言動には信念を貫かれる強さが有り、
それが周りを惹きつける力なのだと感じた。」
「信念」「情熱」「身を粉にして働く」など、良
く耳にする、しかし時にはつきなみに聞こえる
言葉である。これらの言葉が学生の心に染み入
るように伝えるのは意外に難しい。現場にしっ
かり腰を据えて働いてきた者だからこそ言葉に
命が吹き込まれるのかもしれない。
2-5．フィールドワークからの学び
フィールドワークについては、最終報告書で 2
名の学生が触れていた。1人は「経験豊富な先生
方から、納得のいく回答」を得たと書いている。
また、もう一人は報告書の約半分をフィールド
ワークにおける学びについて述べ、「食べられな
い児童への対応方法」、「なぜ食べ物の教育をす
るのか」など、学生からの質問に栄養教諭の先
生がどう答えられたかを詳述している。　
これらの学生の記述から読み取れるのは、問
いの再生である。学生がした質問には、「なぜ食
の教育をするのか」など、授業で一度は学んで
いる事柄が多々ある。しかし、授業テーマとし
て教師から提示された問いは、自分の問いとし
て定着することなく、意識の底に埋没するのだ
ろう。現場を経験することによってようやく、初
めて自己の問いとして再生されるかのようであ
る。教えている教師としては力が抜ける思いで
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あるが、定着という点では、この再生のプロセ
スも重要なのかもしれない。
とりわけ大事だと思えるのは、「現場に入った
ら、経験のある先生方に積極的に質問をして、自
分のものにしてくことが重要」だと感じている
ことである。現場に入ってからもっと多くの問
題に直面するであろうが、経験豊かな先輩達か
ら積極的に学び取っていく心構えの形成が養成
段階ではまずは肝心である。
3． 副次的効果：より幅広い食育実践者の
養成へ
栄養教諭の養成は、意欲や希望はあっても、教
員採用試験に合格することが難しい現実がある2）。
それでも困難を乗り越えて、卒業生の何人かは
講師として学校で食育に取り組んでいる。本学
では、2013 年をもって栄養教諭の養成にいった
ん終止符を打つことになった。だが、教員養成
を終えることが、新たな展開をもたらした。幼
児期から老年期までより幅の広い食育活動に携
われる人材養成へと踏み出した。京都文教短大
では2014年度から新カリキュラムで食育実践者
の養成に取り組んでいる。この際、教職実践演
習の経験はカリキュラムに生かされ、すべての
人生段階におけるあらゆる人々に対応できる人
材育成の取組へと発展している。
おわりに
教職実践演習の学生に対する効果をまとめる
と、子ども理解と食育実践力で特に効果が見ら
れた。教職の意義や、当初目指した連携力につ
いては、履修カルテの自己評価では有意差は出
なかったが、提出物からは重要性の認識と意識
の高まりを読みとることができ、一定の効果が
あったと言える。
現場経験豊かな外部講師からは、栄養教諭の
仕事の精神性や情熱、信念などを印象深く学び
とっており、社会に出で、食に関わって仕事を
する者としての自覚や一歩踏み出す自信を得て
いると判断できる。
最後に今後の改善点として、2点挙げたい。第
1に、履修カルテの文言について検討が必要であ
る。項目には、「子どもの声を真摯に受け止め、
公平で受容的な態度で接することができます
か」「いじめ、不登校、特別支援教育などについ
て、個々の子どもの特性や状況に応じた対応の
方法を理解していますか」など、何年間か勤め
た現職教員でも答えに窮する質問が含まれてい
る。学生に、この質問に「はい」と答えること
を期待するのは無理がありはしないだろうか。
文言を「できますか」ではなく、「～ように努め
なければいけないことをわかっていますか」な
ら、学生は「はい」と答えられたのではないだ
ろうか。学生の経験の浅さと、立ち位置を考慮
した文言によって指標を示す必要があると考え
る。このことは次の点につながる。
第 2に、養成段階で中心的に培う力と現場で
経験や研修を積んで培う力を検討し、養成機関
と現場との間で共通認識する必要がある。どこ
までをどの段階で培っていくのが、可能かつ妥
当で効果的なのだろうか。行政、養成校、現場
の 3者間で良く検討した上で、指標を再検討す
れば、より効果的な養成につながるのではない
だろうか。
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